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内容

►高山医院の紹介

►外国人受診状況

►外国人患者対応の取組

►言語の壁について

►事例紹介（通訳の重要性など事例から）

►課題～今後の取組



高山医院

► 2020年開業
► 診療所：内科 外科 皮膚科 泌尿器科

肛門外科 訪問診療部門

► 従業員 医師3名 看護師1名

事務3名

► 年間のべ診療患者数約1600人
► 年間のべ訪問患者数35人



疾病構成（2024）

肛門科6％

健康診断4.5％

内科68.4％
皮膚科18.3％

自費8.2％

N=1600

外科1.7%

泌尿器科6.7％



外国人受診状況2025年間外国人のべ受診数・人

8中国

3インド

3米国

3ﾍﾞﾄﾅﾑ

2韓国

2ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

1ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

1ブラジル

1ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

1イタリア

1タイ

1台湾

17不明



外国人患者取り組み

►ホームページでの受診案内

►多言語院内室名表示

►問診票、電話対応

►院内掲示

►診察介助、

►翻訳補助器具：ポケトークなど



ホームページでの受診案内、多言語院内室名表示

外国人患者取り組み



多言語問診票、電話対応

外国人患者取り組み

中国語

英語

英語中国語



院内掲示

外国人患者取り組み

中国語

英語



診療介助、補助器具・翻訳ソフトや図示

外国人患者取り組み

●ポケトーク（pocketalk）
● iPhone通訳
● Google通訳



言語の壁について

► 外国人患者の診察は、言葉の壁によって症状を正確に理解することが難しい

► 医療通訳や翻訳アプリを使っても、痛みの程度や不安など感情的な部分までは伝わ

りにくいのが現状

► 表情やジェスチャーなど非言語的な手段も重要である

► 相手の文化的背景を理解しようとする姿勢が信頼関係につながっている

► 医療通訳者として「安心を与える存在」であるように努めている



事例１
► 50代中国人男性

► 糖尿病で来院。

► 紹介で来院したが特別検査になると通院がしたくないと大声で主張しは
じめる。（日本人にとっては大きな声）

► もともと国保で社保に入ってない。仕事も安定してない様子。よくよく
聞いてみると金銭的問題がバックグラウンドにありそう。

► 基幹病院で入院し治療受けていた後に治療途中で外来を打ち切られ、紹
介で当院来院したもので、基幹病院でも主張した可能性がある。

► 金銭的な状況と本人の治療が必要な内容を良く話しをして帰した。

→医療者側の治療の押し付けになってしまう前に本人とよく相談できるこ
とが大事



事例２

► ５０代中国人女性

► 外傷で足指骨折

► 皮膚が挫創となっていたため縫合したが、Ⅹ線撮影から開
放性骨折に当たる可能性もあり、シーネ固定し安静が必要。

► 本人はおとなしく問題なし→しかし予約していたツアーが
あり、だまって旅行に行って傷が悪化。

► 本国に帰国する際、紹介状作成し帰国した。

► 日本にいる背景を考慮せずに、医療者側の概念にとらわれ
てしまい説明を怠った



まとめ

• 高山医院での外国人患者対応について、医療通訳者の立場から説明した。

• 言葉の壁によって診察がスムーズに進まない場面がある。

• 症状や痛みの表現が異なり、医師と患者の間で誤解が生じやすい。

• 通訳アプリや翻訳ツールを使っても、感情や不安までは伝えにくい。

• 文化の違いを理解し、安心感を与える対応が求められる。

• 医療通訳の役割は、単なる言葉の翻訳ではなく「橋渡し」である。



ご清聴ありがとうございました


